
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 16部会

シ
ュ

ト
ゥ

ッ

ト
ガ
ル

ト

上

級
教
育

庁
の

決

定
は
、

法
的
な

根
拠
が

不

十
分

で

あ
る
と
し
た

。

ま

た、

教
育
庁
の

決
定
は

、

基
本
法

第
四
条
で

保
障
さ

れ
て

い

る
信
教
の

自
由
と、

公
職
就
任
に

際
し
て

宗
教
上
の

信
仰
に

よ
っ

て

差
別
を
受
け
な
い

と

規
定
す
る

同
法
第
三
三

条
に

抵

触
し

て

い

る
と
し

て
、

ル

デ
ィ

ン

の

訴
え
を

認
め

る

判
断
を

下
し
た

。

し
か

し
、

そ

れ
と
同

時
に

、

連
邦
憲

法
裁
判
所
は、

文
化
高
権
を

持
つ

ラ

ン

ト
が、

学
校
の

中

で

ム

ス

リ
ム

の

ス

カ

ー

フ

な
ど

の

宗
教
的
な

要
素
を
ど
の

程
度
ま

で

許
容

す
る

か

を
、

憲
法
の

枠
内
で

法

的
に

規
定
で

き
る

と

し
た

。

こ

う
し

た
連

邦
憲
法
裁
判
所
の

判
断
を

受
け

て
、

ド
イ
ツ

各
州
は

新
た
な

宗
教
規
定
に

関
す
る

法
整
備
に

向
け
て

動
き

始
め

た
。

ド

イ
ツ

全

十
六

ラ

ン

ト

の

う

ち、

八
つ

の

ラ
ン

ト

が

公
立

学
校
の

教
員
に

よ
る

授
業
中
の

ス

カ

ー

フ

着

用
を

禁
止
す
る
法

案
を

議
会
で

可
決
さ

せ

た
。

さ

ら
に
、

そ
の

う
ち

の

七

つ

の

ラ

ン

ト
が

、

キ

リ
ス

ト

教
と

ユ

ダ
ヤ
教
の

宗
教
シ

ン

ボ
ル

を

ム

ス

リ

ム

の

ス

カ

ー
フ

と

区
別
し、

前
者
に

つ

い

て

は、

以
降
も

着
用
を
認
め

る

と

し
た
。

　
宗
教
の

平

等
な

取
り

扱
い

命
令
が

基
本
法
に

規
定
さ

れ

て

い

る

に

も

関

わ
ら

ず、

一

部
の

ラ

ン

ト

に

お

い

て
、

キ
リ
ス

ト

教
と

ユ

ダ
ヤ
教
の

宗
教

シ

ン

ボ
ル

が

ム

ス

リ
ム

女

性
の

着
用
す
る
ス

カ

ー

フ

と

同
列
視
さ

れ

ず
に

済
ん
だ
の

は

な
ぜ
か

。

そ

れ

を

可
能
に

し
た
の

は、

「

文
化
」

で

あ
っ

た
。

文

化
高
権
を

巧
み

に

利
用
し、

キ

リ
ス

ト
教
と

ユ

ダ
ヤ

教
を

、

一

宗

教
と

し
て

で

は

な

く、

歴
史

的
に

ラ

ン

ト
に

大
き
な

影
響
を

与
え
て

き

た

「

キ

リ
ス

ト

教
的
・

西

洋
的
な

文
化

価
値
」

と

し
て

表

現
す
る

こ

と

で
、

宗
教

的
な
ダ
プ
ル
・

ス

タ

ン

ダ
ー

ド
が
正

当
化
さ
れ
た
の

で

あ
る

。

　
近
年、

移
民
の

社
会

的
な

統
合
の

必
要
性
が

意

識
化
さ

れ
る
一

方
、

文

化

的
差
異
を

め

ぐ
る

議

論
に

大
き

な

関
心
が

集
ま
っ

て

い

る
。

包
摂
と

排

除
の

論

理
に

文
化
が

用
い

ら

れ

る
今
日
的
な
文
脈
の

中
で、

文
化
と

し
て

の

宗
教
が

語
ら

れ
る

こ

と

は
、

国
家
の

枠
内
に

さ

ら
な
る

社
会

的
亀
裂
を

生
む

こ

と

に

つ

な

が

る

の

で

は

な

い

か
。

多
文
化
共
生

　
　

ー
不
況
の

中
の

大
泉

1
野

村

誠

　

今
年
七

月
二

十
五

日
の

大
泉
祭
り
（
通
称
大
泉
サ

ン

バ
）

に

筆
者
は
参

加
し
た

。

不
況
に

あ
え

ぐ
多
文
化
共
生
の

大
泉
町
で、

お

祭
り
の

果
た
す

機
能、

役
割
を
調
査
し
に

い

っ

た
。

七

月
三

十
一

日
大
泉
町

資
料
に

よ

れ

ば

群
馬
県
東
毛
地

区
の

大
泉
町
は

日
本
で

最
も
外
国
籍
住
民
の

比
率
が

高

い

〔

「

六

％）

地
域
で

あ
る。

一

九
八
九
年
に
、

『

東
毛
地
区
雇
用
安
定
促

進
協
会
』

を
結
成
し
て

ブ
ラ

ジ
ル

等
か

ら

組
織
的
に

労
働
者
の

受
け
入
れ

を

模
索
し、

そ

れ
を

実
現
し
て

い

る

（
『

サ
ン

バ

の

町
か

ら
』

上
毛

新
聞

社、

一

九
九
七

年
、

一

−
二

四

頁
）

。

た
だ

し
、

こ

う
し
た

申
し

入

れ
の

主
体
は

あ

く
ま

で

も

中
小

零
細
企

業
群
で

あ
っ

て

大
企

業
そ

れ

自
体
で

は

な
い

（
梶
田

孝
道
・

丹
野

清
人
・

樋
口

直
人

『

顔
の

見
え
な
い

定
住

化
』

名
古
屋
大
学
出
版

会、

二

〇

〇
六

年、

一
｝

二

頁
）

。

か

く
し

て

中

小
零

細
企
業
で

の
ニ

ュ

ー
カ

マ

ー

の

雇
用
は、

不
安
定
で

あ
る。

　
コ

屈
用
と

教
育
問
題
」

　
大
泉

町
で

は
、

町
長
自
ら

が

ブ

ラ
ジ

ル

に

飛
び

就
労
ル

ー
ト
を

開
拓
し

て

き

た

の

で
、

外
国
人
の

受
け
入
れ
は

行
政
主
導

で

あ
っ

た

（
同、

二

四
八
頁
〉

。

と

こ

ろ

が

町
長
が

変
わ
り、

行

政
の

方

向
が

外
国
人
に

対
す
る

サ

ー

ビ

ス

か

ら

日
本
人
住
民
へ

の

サ

ー

ビ

ス

の

向
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上
に

変
わ
る

と
、

共
生

社
会
の

矛
盾
が

明
白
に

あ
ら

わ
れ

て

く
る

。

「

町

長
の

交
代
だ
け

で、

行
政
主

導
の

共

生
は

大
き

な

方

向
転
換
を

す
る
」

　（
同、

二

四

九
頁）
「

地
方
参
政
権
を
持
た
な
い

ブ
ラ

ジ
ル

人
に

と
っ

て、

そ
こ

で

生

活
し
つ

つ

も
、

自
ら
の

条
件
を

良
く
す
る

こ

と

を
政
治

的
に

か

な
え
る

こ

と

は

で

き

な
い
」

（
同）

。

彼
ら

は
、

祖
国
日

本
に

憧
れ

と

経
済

的
発
展
の

恩
恵
を
求
め
て

移
住
し

て

き
た

。

し

か

し
、

今
日
の

世
界

的
不

況
下
で
、

彼
ら
は
派
遣

切
や

雇
い

止
め
に

あ
い

厳
し

い

状
況
に

あ
る

。

大

泉
町
の

食
堂
経
営
者
は、

昨
年
秋
リ
ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

後
か

ら

売
り
上
げ

が

半
分
に

な
っ

た
と
言
っ

て

い

る
。

ま

た

「

上
毛

新
聞
」

九
月
三

日
の

記

事
で

は、

大

泉
の

南
米
系

外
国
人

事
業
所
で

六

月
二

十
五
・

二

十
六
日
実

施
の

ア

ン

ケ
ー

ト

の

結
果、

七

割
が

「

経
営
悪
化
」

と

報
じ
て

い

る
。

ブ

ラ

ジ

ル

人

学
校
は

学
校
と

し
て

み

な

さ

れ

て

い

な
い

の

で、

補
助
金
の

対

象
と

な
ら
な
い

。

か

く
し

て

児
童

・

生
徒
の

不
就
学
児
の

増
加
と

な

る。

「

毎
日
新
聞
」

七

月
二

十
五

日

の

「

新
教

育
の

森
」

は

町

内
の

ブ
ラ

ジ

ル

人

学
校
「

凵
伯

学
園
」

を

次
の

よ

う
に

記
し

て

い

る

　

　
二

〇
〇
人
以
上
い

た

生
徒
が

、

今
年
に

入
っ

て

か

ら
急
激
に

減
り
始

　

　
め、

今
は

八
〇
人
に

な
っ

た
。

学
校
を
や
め

た

生
徒
の

う
ち、

三

割

　

　
が
ブ

ラ

ジ
ル

へ

帰
国

。

同
じ
く
三

割
は
日

本
の

公
立
校
へ

転
校
し、

　

　
残
り

は

不
就
学
と

い

う
。

戸
澤
江
梨
香

園
長
（

四
二
）

は
「

公
立

学

　

　
校
と

違
っ

て、

こ

こ

は

日
系
人
の

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

ー
を

保
つ

た

　

　
め

に

重
要

。

学
校
に

来
ら
れ
な
く
な
っ

た

子
に

た

ま

に

会
う
と
、

ど

　

　
ん

ど

ん

表
情
が

暗
く
な

り、

大
人
の

顔
を

見
な
く
な
っ

て

い

る
。

非

　

　
常
に

心
配
だ
」

と

話
す

。

保

護
者
の

雇
用
問
題
は、

児
童
・

生
徒
に

と

っ

て

教
育
問
題
と

な
り

社
会

的
に

も
深

刻
で

あ
る

。

　
「

大

泉
祭
り

（

サ

ン

バ
）
」

　
町
役
場
で

は

例
年
よ

り

寄

付
金
も
少
な

く
、

催
し

物
も
少
な

い

と

の

こ

と

で

あ
っ

た
。

し
か

し

陽
気
で

楽
天

的
な
ラ

テ

ン

ア

メ

リ
カ

か

ら

の

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー
の

人
々

は、

不
況
の

中
で

も

明
る

か

っ

た
。

お

祭
り

で

は
、

ブ
ラ

ジ
ル

の

食
べ

物
や
飲
み

物
が

売
ら
れ

、

リ

ズ

ム

の

効
い

た

音
楽
が

流
れ
活
気
が

あ
り、

人
々

の

出
会
い

と

再
生

、

連
帯

と

相
互

扶
助

、

情
報
交
換
が

な

さ

れ

て

い

た
。

お

祭
り

に

よ
っ

て

共
同
体

が

再
生
さ

れ
、

新
し

い

共
同
体
の

生
命
が

創
り
出
さ

れ

て

い

る
。

大
泉
祭

り
（
サ
ン

バ
）

は

カ

ト
リ

ッ

ク
・

キ

リ

ス

ト

教
の

文
化
的
表
現
で

あ
り、

日
系
ブ

ラ

ジ
ル

人

の

市
民
宗
教
と

し

て

の

存
在
の

表
現
で

あ

る
。

サ

ン

バ

は
ブ

ラ
ジ

ル

人
の

文
化
的
シ

ン

ボ
ル

で

あ
り、

さ

ら

に

他
の

宗

教
文

化
と

の

対
話
が

な
さ

れ

て

い

る
。

大
泉
で

は
、

大
泉
祭
り

が

中
心
と
な
っ

て

多

文
化
共

同
体
を

形
成
し

て

い

る
。

大
泉
の
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー
た

ち

は

失

業
者

を

助
け

合
い

困

難
を

乗
り

切
っ

て

生
き

て

い

る
。

そ

れ

で

も

最
近
は、

以

前
よ

り
仕
事
が

入

る

よ

う
に

な
っ

て

き

た

と

の

こ

と

で

あ
る

。

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

逞
し
い

パ

ワ

ー

と

連

帯
を

大
泉

祭
り
の

中
に

見
出
し

た
。

宗
教
間
対
話
を
支
え
る

も
の

と

し

て

の

求
道
性

　

　
　

　

東
西
霊
性
交
流
の

場

合

t
峯

岸

正

典

　
本

論
で

は
、

｝

九
七
九
年
か

ら

今
日
ま

で

三

十
年
以
上
に

わ
た

っ

て

禅

と

カ

ト

リ
ッ

ク

の

問
の

東
西
霊
性
交
流
が

続
く
そ
の

要

因
を
検
討
す
る

。

交
通
通

信
手
段
の

発
達、

他
の

伝
統
に

関
す
る

情

報
量
の

増
加、

そ

れ

に
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